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⚫ BIMモデル承認の実現へ
• BIMモデル合意からBIMモデル承認へ

• BIMモデル承認を実現させるための課題

• 形状利活用から情報利活用へ

⚫ 鉄骨工事における設計と生産間のデータ連携
• BIMにおけるデータ連携

• 鉄骨工事のBIMワークフローとデータ連携

• 効果的なデータ連携に必要な情報

⚫まとめ
• 総括と今期の計画

• メンバー・2023年度活動実績

■ 本日お伝えする内容

アジェンダ
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• BIMモデル合意は、BIMを用いた合意形成で承認関連行為の一部であり、承認行為は従来通り図面で行う

• BIMモデル承認は、BIMモデル合意とBIMモデルでのチェック・確認を合わせたもので、承認関連行為を全てBIMモデルで行う

■ BIMモデル承認の実現へ

BIMモデル合意からBIMモデル承認へ

・
・

BIMモデル承認SWG 2020年度報告書より抜粋
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BIMモデル承認を実現させるための課題
■ BIMモデル承認の実現へ

• 従来の設計図書がBIMモデルや関連情報(DB)に置き換わり、BIMに関するあらゆるものの標準化が必要

• BIMモデル承認の実現には、設計～生産・製作～維持管理の各フェーズ間でモデル及び情報の一貫利用が望ましい
BIMモデル承認WG 2022年度報告書より抜粋

・
・
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形状利活用から情報利活用へ

BIMの現在地

引き上げる活動
周知する活動

BIMモデル承認WG 課題と提言

理想と現状の差

現時点で可能なBIMの利活用方法は

BIMの山

BIMモデル承認の実現

顧
客

設
計
監
理

ゼ
ネ
コ
ン

サ
ブ
コ
ン

専
門
工
事
会
社

モデルの標準化

情報の電子化

ワークフローの検討

システムの検討

BIMモデル合意の実践

将来像の検討・共有

各部門の占める位置の認識と連携イメージ

モデルの作り方

モデルの使い方

図面の出し方
先行事例

“メリット”の提示

自身の立ち位置

建設業界とBIMの在り様の理想像とは

BIMデータ活用WG

BIM啓発専門部会

BIMデータ連携WG

情
報
利
活
用

形
状
利
活
用

在り様を考える活動
差を埋めるための活動

■ BIMモデル承認の実現へ

BIMモデル承認WG 2022年度報告書より抜粋

• 現在はBIMの形状情報の利活用が多いが、今後はBIMの属性情報等の利活用の重要性が増してくる

• 「全体を引き上げる」・「現在地や理想を周知する」・「理想と現在地の間を埋める」それぞれの活動が必要

・
・
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■ BIMにおけるデータ連携

「データ連携」の定義の考察

現在「データ連携」は以下の意味で用いられることが多い

上位モデル(情報)から必要な情報を下位モデルに継承すること

当WGでは、BIMモデル承認WGが提唱するBIMの情報の重要性に着目し、以下の定義とした

BIMソフトウェア A 中間ファイル BIMソフトウェア B

変換 変換

異なるBIMソフトウェア間での中間ファイル形式のデータを介したBIMデータの受け渡し
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データ連携のイメージ

下位モデルが必要とする情報を

設計BIMモデル・DB等に保持

設計フェーズ

【設計BIMモデル】

データ連携

生産フェーズ

【生産BIMモデル】

製作フェーズ

【製作BIMモデル】

上位モデルから
情報を継承

データ連携

上位モデルから
情報を継承

連携用フォーマット 連携用フォーマット

情報DB群
(設計)

+

※上位モデルとは情報を発信する側のモデルを意図する  
 従って製作BIMモデルや生産BIMモデルも上位モデルとなりえる

連携する情報の項目の規定

情報のフォーマットの規定

上位モデル(情報)から、

必要な情報を継承

■ BIMにおけるデータ連携
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工種毎に必要とする情報 の集合 上位モデルが持つべき情報

上位モデルに持つべき情報の考察

設計フェーズ

【設計関連情報】

データ連携

生産フェーズ

【生産関連情報】

製作フェーズ

【製作関連情報】

上位モデルから
情報を継承

データ連携

上位モデルから
情報を継承

情報DB群
(設計)

+

設計モデルの工種毎に必要な項目

生産・製作フェーズで
必要な情報

生産・製作フェーズで
必要な情報

生産モデルの工種毎に必要な項目 製作モデルの工種毎に必要な項目

〇〇工事
・aa情報
・bb情報

・
・
・

〇〇工事
・aa情報
・bb情報
・cc情報

・
・
・

・
・
・

dd,ee情報：製作調整により追加

gg,hh情報：製作調整により追加

製作フェーズで
必要な情報

製作フェーズで
必要な情報

ff情報：生産調整により追加

□□工事
・aa情報
・bb情報

□□工事
・aa情報
・bb情報
・ff情報

〇〇工事
・aa情報
・bb情報
・cc情報
・dd情報
・ee情報

□□工事
・aa情報
・bb情報
・ff情報
・gg情報
・hh情報

cc情報：生産調整により追加

■ BIMにおけるデータ連携
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建設業におけるデータ連携の概念

設計フェーズ

【設計BIMモデル】

データ連携

生産フェーズ

【生産BIMモデル】

製作フェーズ

【製作BIMモデル】

上位モデルから
情報を継承

データ連携

上位モデルから
情報を継承

連携用フォーマット 連携用フォーマット

情報DB群
(設計)

+

【設計関連情報】 【生産関連情報】 【製作関連情報】

・ 設計BIMモデルもしくは生産BIMモデルから専門工事会社が作成するモデルに情報を継承する

・ 継承する情報は専門工事会社が必要とする情報で、その情報は設計BIMモデルまたは設計情報のＤＢ等に保持されている

・ 継承する情報の項目の規定及び、継承する情報のフォーマットの規定が必要となる

■ BIMにおけるデータ連携

・
・
・
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鉄骨工事にフォーカスした理由

BIMモデル承認WG 2022年度報告書より抜粋

■ 鉄骨工事のBIMワークフローとデータ連携

• BIMの利活用が進んでいると言われている鉄骨工事においても、データ連携の取り組み事例は少ない

• IFC等のデータのやり取りが主であり、BIMの情報部分を利活用している実例は少ない

・
・
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鉄骨工事におけるデータ連携の概念の検証

設計者

【設計BIMモデル】

データ連携

元請業者

【生産BIMモデル】

鉄骨FAB

【製作BIMモデル】

上位モデルから
情報を継承

データ連携

上位モデルから
情報を継承

連携用フォーマット
(ST-Bridge等)

連携用フォーマット
(ST-Bridge等)

情報DB群
(設計)

+

【設計関連情報】

Ex)

配置 符号

断面サイズ 材質 他

Ex)

生産調整された

小梁・間柱配置 他

・ 構造設計BIMモデルもしくは生産BIMモデルからFABが作成する鉄骨BIMモデルに情報を継承する

・ 継承する情報はFABが必要とする情報で、その情報は構造設計BIMモデルまたは構造情報のＤＢ等に保持されている

・ ST-Bridge等の継承する情報の項目の規定及び、継承する情報のフォーマットの規定が必要となる

■ 鉄骨工事のBIMワークフローとデータ連携

・
・
・
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ワークフローの概念図

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6 STEP 7

設計者

元請業者

鉄骨FAB

デ
ー
タ
連
携

比較照合

生産調整
デ
ー
タ
連
携

主
架
構

デ
ー
タ
連
携

二
次
部
材

デ
ー
タ
連
携

付
帯
鉄
骨

鉄骨工事の
BIMモデル承認

比較照合

デ
ー
タ
連
携

構造設計BIMモデル作成

生産BIMモデル作成 生産BIMモデル(1) 生産BIMモデル(2)

鉄骨BIMモデル
(主架構)作成

鉄骨BIMモデル
(二次部材)作成

鉄骨BIMモデル
(付帯鉄骨)作成

生産調整 生産調整

生産調整

比較照合 比較照合

比較照合

■ 鉄骨工事のBIMワークフローとデータ連携
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設計～生産～製作の各フェーズへ効果的に

データ連携をするために、設計フェーズで

必要な情報がわかる

鉄骨工事におけるデータ連携で必要な項目とは

鉄骨工事において、

設計フェーズ～生産フェーズ～製作フェーズ

でデータ連携で必要な項目を整理する

次頁以降に具体的な項目の検証

各工種において、

設計フェーズ～生産フェーズ～製作フェーズ

でデータ連携で必要な項目を整理する

その次のステップとして

その結果

元請業者

データ連携

鉄骨FAB

上位モデルから
情報を継承

【生産関連情報】 【鉄骨関連情報】

柱について
FABが必要な情報

生産BIMモデルの鉄骨工事に必要な項目(一例)

梁について
FABが必要な情報

継手について
FABが必要な情報

鉄骨BIMモデルに必要な項目(一例)

柱
・位置
・符号
・材質

梁
・位置
・符号
・材質

継手
・ボルト径
・ボルト本数
・ボルトピッチ

柱
・位置
・符号
・材質
・製作関連の情報

梁
・位置
・符号
・材質
・製作関連の情報

継手
・ボルト径
・ボルト本数
・ボルトピッチ
・製作関連の情報

■ 効果的なデータ連携に必要な情報
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データ連携で必要な項目 柱

▽FL

▽JOINT

2.座標_始端

8.継手位置

3.回転角
4.部材種別

5.符号
6.階情報

7.断面サイズ
8.材質

1.座標_終端

2.形状
3.材質

1.下端レベル

1.径
2.長さ
3.本数
4.材質

角型鋼管 H型鋼 円形鋼管 ベースプレート アンカーボルト

1 座標_始端 1 座標_始端 1 座標_始端 1 下端レベル 1 径

2 座標_終端 2 座標_終端 2 座標_終端 2 形状 2 長さ

3 回転角 3 回転角 3 回転角 3 材質 3 本数

4 部材種別 4 部材種別 4 部材種別 4 材質

5 符号 5 符号 5 符号

6 階情報 6 階情報 6 階情報

7 断面サイズ 7 断面サイズ 7 断面サイズ

8 材質 8 材質 8 材質

9 継手位置 9 継手位置 9 継手位置

■ 効果的なデータ連携に必要な情報
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データ連携で必要な項目 梁(1断面)

2.座標_終端

▽FL

1.座標_始端 3.部材種別 4.符号
5.階情報 6.断面サイズ

7.材質

9.継手位置_中央

11.継手種類_始端 13.継手種類_始端12.継手種類_中央

▽FL

10.継手位置_終端8.継手位置_始端

14.スリーブ開口可能範囲
15.スリーブ開口位置
16.スリーブ開口サイズ

H型鋼_1断面

1 座標_始端 7 材質 13 継手種類_終端

2 座標_終端 8 継手位置_始端 14 スリーブ開口可能範囲

3 部材種別 9 継手位置_中央 15 スリーブ開口位置

4 符号 10 継手位置_終端 16 スリーブ開口サイズ

5 階情報 11 継手種類_始端

6 断面サイズ 12 継手種類_中央

■ 効果的なデータ連携に必要な情報
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データ連携で必要な項目 継手

3.ボルトの配列
4.ボルト径

5.ボルト本数
6.ボルト材質
7.ボルトピッチ

8.ボルト縁端距離

9.スプライス形状
10.スプライス板厚
11.スプライス材質

2.クリア寸法

12.ガセット形状
13.ガセット板厚
14.ガセット材質

3.ボルトの配列
4.ボルト径

5.ボルト本数
6.ボルト材質
7.ボルトピッチ

8.ボルト縁端距離

3.ボルトの配列
4.ボルト径

5.ボルト本数
6.ボルト材質
7.ボルトピッチ

8.ボルト縁端距離

継手

1 継手種類 8 ボルト縁端距離

2 クリア寸法 9 スプライス形状

3 ボルトの配列 10 スプライス板厚

4 ボルト径 11 スプライス材質

5 ボルト本数 12 ガセット形状

6 ボルト材質 13 ガセット板厚

7 ボルトピッチ 14 ガセット材質

■ 効果的なデータ連携に必要な情報
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「効果的なデータ連携に必要な設計情報」についての概念図

生産・製作フェーズ

【製作BIMモデル】

【製作関連情報】

設計フェーズ

構造DB 仕上DB

○○DB

【生産BIMモデル】

【生産関連情報】

鉄骨工事

仕上工事

設備工事

〇〇工事

変換フォーマット

〇〇形式

△△形式

□□形式

ST-Bridge

※※形式

鉄骨工事

仕上工事

設備工事

〇〇工事

参照先抽出 参照元抽出

【設計BIMモデル】

設備DB

■ 効果的なデータ連携に必要な情報
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■ まとめ

総括と今期の計画

• データ連携の定義及び方法論について整理した

• データ連携の定義及び方法論を鉄骨工事で検証した

• 設計(上位)BIMモデルに持つべき情報の考え方についても検討した

• データ連携においても情報の一貫利用が重要であると再確認できた

• 鉄骨工事においては、ST-Bridge等のデータ連携用のフォーマットが存在し、

様々な項目が規定されている

• 鉄骨工事以外の工種においても、データ連携用のフォーマットの存在の必要性が高まると

思われる

• 今期は鉄骨FABに参画頂き、鉄骨工事におけるデータ連携の考察を深める予定

・
・
・

・
・

・

結果

・
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■ まとめ

メンバー・2023年度活動実績

◎ メンバー(15名) ＊社名順

笠置 正史 株式会社 安藤・間
塩坂 靖彦 株式会社 大林組（WGリーダー）

垣内 延介 株式会社 大林組（WGリーダー代理）

宇野 伸悟 株式会社 奥村組
遠藤 元樹 株式会社 熊谷組
内田 公平 株式会社 鴻池組
山﨑 優也 五洋建設 株式会社（WGサブリーダー）

大越 潤 清水建設 株式会社
堀口 衛 大成建設 株式会社
林   幸一 東急建設 株式会社
原   康輔 西松建設 株式会社
佐藤 浩介 株式会社 長谷工コーポレーション（WGサブリーダー）

芳中 駿 株式会社 フジタ（～2023.07.30）

那須 崇利 株式会社 フジタ（2023.07.14 ～ ）

藤井 周太 前田建設工業 株式会社

◎ 2023年度活動実績

• WGミーティング 全１２回（オンライン会議６回 対面・オンライン会議併用６回）
• グループリーダー会 全１３回（オンライン会議）
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